
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策 令和6年3月3日

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

生徒数３９３名、学級数通常学級１１学級、特別支援学級４学級、教員数は２８名である。今年度は大田区研究指定校として、「いじめの未然防止・不登校（傾向）生徒へのさらなる対応のために～共働学習を通した学び合う教室作り～」という研究テーマ
のもとに、令和６年１月３０日（火）に研究発表会を本校にて実施した。

２：「配布されたタブレッ
トを学校や自宅で活用
し学習している。」とア
ンケートで回答した生
徒の割合が７０％以
上。

1

・教科制に特化した取り組み内容になっているため、取組評価が低くなっていると思われる。高くするためには、他教科の授業
を見合う取り組みをさらに増やしていく必要がある。・ALTと生徒との１対１でのコミュニケーション活動を毎学期実施した。今後
のコミュニケーション活動をより課題解決型にしていきたい。　・人権尊重をテーマとした授業を行うことはできた。今後は人権教
育資料を活用した授業実践もしていきたい。　・タブレットPCについては、生徒が普段使いのできるような活用方法および環境を
整えていきたい。　・１～２学期は板書をスライドに移行したり、話し合い活動でGoogle jamboardを使用するなど場面に応じて
ICTを使用した。更にICTを授業に取り入れ、生徒の学びの伸長を目指していく。３学期は「スクールタクト」を使用し、課題であっ
た短歌や作文など創作のクラス内共有を積極的に行う。　・「『配布されたタブレット』を学校や自宅で活用し学習」する度合いを
高めるためには、配布されたタブレットを活用しなければならないような仕掛けが必要である。そのために、例えば、教員が「ス
クールタクト」で課題を出し、生徒がその課題に取り組み、「スクールタクト」上で「提出」し、教員が「提出」された課題を「スクー
ルタクト」上でチェックする、というような取り組みや、「学びポケット」を用いて連絡事項を学校と生徒の間でやり取りする、等の
取り組みを、日常的に反復し、活用し続けることで、生徒がタブレット活用の便利さや必要性を実感することが必要であると考え
る。　・ICT機器を活用しながら協働学習を行った。個人の作業でも、プレゼンテーションなど実践的な内容で活用する機会が多
かった。　・体験活動は実施の機会が少なかった。　・体育指導における「一校一取組」は、実施可能な内容を検討して実施した
い。　・英語の授業においてはALTの活用を積極的に行った。・「留学生が先生」では外国人留学生を講師として招き、国際理
解や文化交流に努めた。　・論理的・科学的思考の育成を目指して全教科で取り組みを強化している。ものづくりと関連した体
験活動を今後充実させていきたい。　・全教科でICTのよりいっそうの活用を呼びかけていく。　・人権週間や大田区リーフレット
などを通して、生徒たちの人権に対する理解を深めることができた。　・毎日の昼休みは、かなりの人数の生徒が校庭に出て
ボール遊びなどに興じている。スポーツが日常に溶け込んでいくよう、生徒会等で呼びかけを続けていく。　・道徳の事業を活用
し、人権教育を実施すると共に、日常生活における他者への尊重を重視している。　・協働的な学びを実践し、生徒にとって有
意義な授業を進めるとともに、何事も主体的に活動できる生徒を育てている。・都研や区教委のICT教材の利用法研修に参加し
たり、また授業準備が楽になるようなアプリケーションを紹介しあう。・「ＩＣＴ機器の活用」では学習用タブレットを活用した資料作
成の授業を行った。学習用タブレットを活用した表現活動を行った。学習用タブレットでまなびポケットのドリルパークを活用し
た。・「人権教育資料を活用した授業では、道徳で人権課題を題材にした授業を行った。・「協働的な学びにおけるＩＣＴ活用」で
は､協働での調べ学習や発表資料の作成等にＩＣＴを活用している。・ムーブノートを使用して、対話型鑑賞授業を行う。鑑賞教
材を送信して、グループになり美術作品に対する意見や感じたことを話し合う。次に意見をムーブノートに入力して共有する。そ
れにより、見方や感じ方を深めさせる。・フォームズを活用して振り返りをする・スクールタクトを活用して、作品のプレゼンテー
ションを行う。・アイデアスケッチを描く際、画像を検索して適切な資料を参照する。・ICTの使用頻度を増やす。使用するのが月
に数回なので、週一回は活用できるようにする。・電子黒板に投影するためにＩＣＴを毎時間使用しているが、ものづくりという内
容には、１、２学期の単元では該当するものがなく実施できていなかった。３学期には、図形の単元でものづくりを意識した授業
が考えられるため実施したい。・三平方の定理の成り立ちを、図形のパズル作成を通して学習した。定理は覚えるだけでなく、
理由があり証明できるものであることに触れ、じっくり考える時間を確保した。・タブレットを活用し、生徒の手元にあるプリントと
同じものを電子黒板に投影して、教員と同じことを同じように取り組めるようにした。・図や写真を提示する際にタブレットを活用
し、補足する部分には電子黒板上で書き足している。・今後は、生徒が主体的に調べ、まとめる機会を作っていきたい・配布さ
れたタブレットＰＣを使いなさいという指導ではなく、それぞれの媒体の良さを理解させ、ＩＣＴ機器の活用を促していく。特に、ＩＣＴ
機器で重視するべきは、双方向性のコミュニケーションが可能となることと即時性が高いことである。そのメリットを最大限に生
かした活用方法を指導していきたい。

３：「蓮沼中学校の教育
は、家庭や地域住民の
願い・期待に応えてい
る。」とアンケートで回
答した保護者の割合が
７０％以上。

４：「自分にはよいところ
があると思う」とアン
ケートで回答した生徒
の割合が８０％以上。

４：「私は、学校生活を
よりよくするために意見
を述べ行動している。」
とアンケートで回答した
生徒の割合が６０％以
上。

３：「私は、学校生活を
よりよくするために意見
を述べ行動している。」
とアンケートで回答した
生徒の割合が５０％以
上。

２：「私は、学校生活を
よりよくするために意見
を述べ行動している。」
とアンケートで回答した
生徒の割合が４０％以
上。

１：４０％未満

４：「蓮沼中学校の教育
は、家庭や地域住民の
願い・期待に応えてい
る。」とアンケートで回
答した保護者の割合が
８０％以上。

１：

Ｄ 0

協働的な学びを実践していく中でICTを活
用する。

2

１：７０％未満

4

3

4

・教育活動におけるICT活
用、生徒のタブレット活用
は、今後に向けての継続課
題である。義務教育段階で
の習熟度合の差が高校進学
後に影響しかねないので、
ぜひ積極的に取り組んでい
ただきたい。・タブレットを
使った授業により、新たな学
びや効率化につながってい
ると思う。一方でタブレットの
使用により、一方的なコミュ
ニケーションにならないよう
に工夫した取り組みが求め
られると感じる。・学習用タブ
レットと従来の授業の兼ね合
いは、先生方は大変努力さ
れていると思います。成果評
価は低すぎます。・先生方は
きついけれども、課題を工夫
し、できない子には好きにな
るきっかけになる問題、でき
る子どもたちにはより興味を
ひく問題を出してみる、でき
ない子供たちには興味がも
てるようにすれば、少しずつ
でも好きに近づけるのではな
いか。・これからの情報化社
会のツールであるタブレット
PCの有効な使い道をさらに
追及していってほしい。・タブ
レット活用については、生徒
がコピペにならないよう、先
生による補足、電子黒板の
活用、紙のノートとの併用な
どが大切だと思っています。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：

Ｂ 4

２：

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

2

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

４：「配布されたタブレッ
トを学校や自宅で活用
し学習している。」とア
ンケートで回答した生
徒の割合が９０％以
上。

3

３：「自分にはよいところ
があると思う」とアン
ケートで回答した生徒
の割合が７０％以上。

２：「自分にはよいところ
があると思う」とアン
ケートで回答した生徒
の割合が６０％以上。

１：６０％未満

４：「学校（部活動、休み時
間等）や家庭（習い事等）
で自ら体を動かす習慣が
ある」とアンケートで回答
した生徒の割合が８０％
以上。

3

3

4

4

3

3

3

4

4
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Ｄ

4

１：

・教員間の情報共有が促進
されていることが伝わってき
た。・昼の校内放送活用な
ど、現行の校内資源を取り
組みに組み込んでおられる
ところがよいと思った。・不登
校傾向の生徒やメンタルヘ
ルスについての取り組み、あ
りがとうございます。PTA、保
護者としてサポートできるこ
とがあれば仰っていただけ
ればと思います。・不登校の
問題は、簡単には解決でき
ず、とても大変なことです。・
道徳は軽く見られています
が、人との付き合い方だと思
うので、自分が相手だったら
どうだろう、相手が自分だっ
たらどうだろうから始まると
思う。いじめ、不登校、人権
問題などになると思うので、
グループ内、クラス内で話し
合ってほしいです。・これま
での取り組み、今後の改善
策等は良好と思います。・学
校に来ている生徒は目に見
えますが、学校に来ていな
い生徒の意見は埋もれがち
になるので、そのへんをどう
丁寧にすくいあげればいい
のかをずっと考えています。

・何のために「早寝・早起き・朝
ごはん」の習慣づけが必要があ
るのか、目的を明示し、記録を
つけるだけでなく、生徒自身に
目標を立てさせるなどしてはどう
だろうか。・日本の四季、行事に
関する献立を増やすことで、より
日本食に対する興味が増すと
思います。・食生活は家庭も大
きくかかわっているので、難しい
ことです。・私がPTAの時より
パーセントが上がっています。
スポーツ推進委員をするように
なり、いろいろな人を見るように
なりましたが、スポーツが苦手
な人もできるスポーツがあるの
で、教えたいですね。・健康増
進、食育は極めて重要と思いま
す。引き続き力を入れての教育
をお願いします。・わが子は給
食のプリントをカバンに入れてい
て、毎朝今日の給食が何かを
確認して嬉しそうに給食を食べ
に学校へ行きます。

・授業改善に関して、教員の「おおむ
ねできた」のイメージが共有しにくい。・
別室対応による不登校対策が軌道に
乗ったことはすばらしいことでふる。対
象人数や、登校回数の変化など、数
値データとしての情報が知りたいと
思った。・学年担任制について、定期
的に生徒及び保護者に意図やメリット
を説明すべきであると思います。せっ
かくの良い取り組みが、生徒・保護者
共に実感が薄いように感じます。・努
力されています。・相談しやすい環境
や、不登校の生徒の対応など、支援
体制がよくなってきていると思いま
す。・大田区教育推進校としての取り
組みはまだ半ばなのですが、少しずつ
しか数字が上がらないけど、数年後に
は大きな成果になるのではと思いま
す。・居場所のない生徒がいないよう、
生徒たちを見守ってください。・不登校
生徒にはより一層のきめ細やかな対
応をしていき、生徒の今と今後が良い
方向に向かうように力になりたいで
す。

4

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・高校でも学習カルテに類するものの
活用推進の仕組み作りが始まった。
進路多様校ほどデータ活用の有用性
があるはずなのに、教員の理解が進
んでいない。何をどのように学習すれ
ば学力向上の成果につながるのか、
データ化・可視化した指導により、教
師と生徒が共有することが重要であ
る。・いただいた集計資料では、取り
組み指標と成果指標が合っていない
ように見える。・三者面談の機会だけ
でなく、教員と生徒一人ひとりが学習
や生活について相談、話し合う場が
あってもよいと思う。・先日授業参観を
見て、グループで行われている授業を
拝見しました。学習に取り組む姿勢は
とても良かったです。・先生方が一人
ひとりに向き合うことは大切ですが全
生徒は難しいので、せっかくグループ
分けをしているので、各グループにだ
いたいを任せ、足りない部分を先生が
補足するのでよいのではないか。・自
分の考えを深め、広げるという成果指
標の表現を高めるためには、内容とし
て、国語など読み取る力を高める取り
組みが必要と思う(算数数学英語も重
要だが)。・ペアやグループでの活動
は、積極的ではない生徒がグループ
分けの負担にならないといいなと思っ
ています。・学年担任制で面談の担当
教諭が専科の先生に当たると、内容
を把握しづらい、という声を保護者か
ら聞いたことがあります。情報共有を
密にして今後もご対応いただきたいと
思います。

・学習カルテとステップ学習の活用方法については、見直す必要がある。・面談の機会を活用して、生徒一人ひとり
と学習や生活面についての成果や課題を確認し、改善に向けた取組について相談かることができた。今後は、その
成果を生徒の生きる力を身に付けることにつなげていきたい。・授業改善推進プランを活用し、特に「話すこと」につ
いて授業内で継続的に取り入れている。今後は“英語で”話すことをさらに多くの機会で取り入れていきたい。・１～
２学期は主体的・対話的で深い学びの実現のため、話すこと、聞くこと、書くこと３領域で偏りなく言語活動を行え
た。３学期は特に書くことの領域で、要約や批評、物語創作を授業内で実施していく。・４人組での協働学習を全単
元で実施した。・生徒が自ら授業に取り組むよう、ペアやグループでの活動を多くした。相互の関係づくりから始める
場合もあるので、慎重に展開する・授業改善推進プランの活用については検討が必要である。・学習カルテは今年
度、使用しなかったが、学習の振り返りは学年独自の様式で継続的に行い、家庭と共有することができた。・不登
校(傾向)生徒には、ステップ学習チェックシートを活用することができた。・学習補助員を利用した補習教室を計画的
継続的に行うことができた。呼びかけを強化して、受講する生徒の人数を増やす方策を考えたい。・授業改善推進
プランは、昨年より授業内容に生かすことができた。・今年度の研究発表主題でもあり、「主体的対話的で深い学
び」は全教科で取り組むことができていると思う。・授業では、学級の実態や習熟度に応じた教材を準備し、それぞ
れに応じた解説や板書内容など、工夫を行っている。また、小テスト等を含めた繰り返し学習を大切にし、着実な知
識の定着を目指している。・授業改善プランを意識して、授業の組み立てをしている。・ファシリテーターを中心に、グ
ループになり対話型鑑賞授業を行う。美術作品を通して対話を繰り返すことにより、生徒が主体的に鑑賞のテーマ
を決めて話し合いを進められるようになる。それにより美術作品に対する意見を共有し、見方や感じ方を深めてい
る。・授業改善プランにて「主体的に学習に取り組む態度の、毎時間の評価でみとれる評価材料を増やす。」と記入
したが、以前とあまり変わりない。振り返りにおいて、ICTを活用した方法に改善していく。・鑑賞授業の頻度を増や
す。他教科と連携した鑑賞教材を研究する。・「学習カルテの活用」では記入をもとに三者面談を行い、学習の進捗
状況を確認した。・「授業改善推進プラン」では、大田区学習効果測定の結果をもとに授業改善プランを作成し、観
点ごとの改善を行った。・「言語活動」ではさまざまな言語活動を通して、生徒の表現力を高める授業を行った。・オ
リジナルの教材や副教材を用いた学習を中心に行った。また、スクールタクトを利用しパズルを用いて、論理的思考
力を育んだ。・授業改善推進プランを授業に生かし、基礎基本を徹底した上で「考える授業」を実施した。「主体的・
対話的で深い学び」になることを意識し、カードゲームを利用し、数学の楽しさを味わう活動を実践した。カードゲー
ムでは、ゲーム終了後、話し合い滑動の時間をとり、自分がとったカードに対する振り返りを班の全員で行えるよう
にした。話し合い活動はとても活発な議論となり、計算方法や考え方などを確認しあい、深い学びとなっている姿が
みられた。・興味を持てるような資料を提示し、それを見て気づいたことを個人でまとめさせた。その後発表させるこ
とにより、他者の意見を知ることができた。そしてさらに自分の考えを言葉で説明する機会が増えるようにした。今
後は、習熟度に合わせて課題や問いを変え、学力の定着をより図っていく。

5

3

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

不登校（傾向）生徒減少につながる、学習
支援や安心できる居場所づくりを推進す
る。

3

4

4

4

４：

３：「配布されたタブレッ
トを学校や自宅で活用
し学習している。」とア
ンケートで回答した生
徒の割合が８０％以
上。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康
増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

人権課題について学び、自分自身の人権
意識を高めるとともに、人権教育を充実さ
せる。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

学校関係者記入欄
目標に対する成果指標

5

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

1

2

3

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

3

Ｂ

「主体的・対話的で深い学び」に取り組み、
言語活動を充実させるために、授業を工夫
する。

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

３：

・道徳は、講師を招いての研修を行っていない。そのため、来年度は講師を招いた研修などを行った方が良い。・小
中一貫教育については、教科面での連携は深めることができた。今後、分科会内容を改善し、生活指導面での情
報共有を行い、連携をより深めていきたい。・いじめ未然防止、不登校（傾向）生徒の対応など、組織的な取組がで
きた。今後も継続していき、発生数を減少させていきたい。・１～２学期はWEB QUなどを活用し、生徒の困りごと、
心の様子をより深く知ることができた。３学期は２学期の調査で不安な様子が見られた生徒たちの様子を引き続き
見て、サポートしていく。・不登校の生徒の別室登校を支援し、家庭訪問等を定期的に実施した。また、学校生活調
査の結果について生徒に話を聞き、相談にのった。・道徳授業を定期的に行うことで、生徒なりに考え、行動に移そ
うとするように見える。生徒の内面が育ち、行動に変化が起こった時に、適切に評価したい。・社会のルールや学校
の決まりを、生徒会を中心に吟味検討する中で学んでいくことができた。・道徳の授業が教科書中心で行うことが多
かった。他の資料なども使用した道徳の授業を設定していく。・生徒のメンタルヘルスについては、学校全体で継続
的に意識して取り組むことができた。・いじめの防止については、いじめ防止委員会を中心として、組織的に対応す
ることができた。・問題行動・不登校問題に係るケース会議を定期的に行い、できるだけ早い段階で解決につなげ
るように意識して取り組んだ。・「薬害問題」「ハンセン病」「ＬGBT」「同和問題」「拉致問題」等の人権課題について、
３年間を通して教科横断的に指導を行っている。・学校生活調査では、気になる項目について該当する生徒には全
学年で追加の面談を行っている。・いじめの早期発見を踏まえてアンケートを利用し、心配な記述がある生徒には
聞き取りを行い、必要に応じて当該生徒を指導している。・放送委員のお昼の放送で、献立に関する情報を周知す
ることができた。・「学校生活調査」では、結果をもとに個別面談を行い、ストレス症状の軽減に向けて組織的に対
応した。・「いじめ・不登校」対策では、委員長を中心に、個々の対応について学年で十分に検討し、未然防止につ
なげた。・「人権」については、人権教育プログラムをもとに研修を行った。・学校生活調査にて気になる生徒がいた
場合、学年、不登校対策委員会や特別支援委員会にて共有し、適切な指導を協議した後、組織的に早急に対応し
ている。・校内のいじめ不登校対策委員会にて、日ごろ気になる生徒の情報を定期的に共有し、対策を講じてい
る。よって、いじめの未然防止や早期発見に貢献できている。・美術部にて、人権ポスターに応募し、返却された作
品を校内の廊下に掲示し、人権意識を高める役目を担っている。・人権課題をテーマとした道徳教材を使用して、生
徒の人権意識を高めることに貢献する。・ケース会議等に上がった問題行動に関わる生徒の情報をさらに読み込
んで理解し、個に応じた生徒指導に活かす。・ストレス症状のある生徒に対して傾聴を心がけ、必要に応じてカウン
セラーにつなぐなど組織的な対応を心がけた。また、いじめ不登校に関する会議に出席し、小さな気づきも共有する
よう心がけた。・日常生活の中で、些細なことでも褒めることを多くしようとしている。係にボランティア係を作り、生徒
が様々な仕事に取り組めるようにした。・普段の様子と少しでも違うところがあった場合、すぐに学年主任や担任の
教員に伝え、生徒にかかわる情報を共有した。・今後はより保護者との連絡を密に行い、生徒の成長にとって有意
義なものとなる支援等を継続していきたい。

４：「学級の友達（生徒）の
間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり
広げたりすることができて
いる」とアンケートで回答
した生徒の割合が８０％
以上。

３：「学級の友達（生徒）の
間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり
広げたりすることができて
いる」とアンケートで回答
した生徒の割合が７０％
以上。

3

Ｄ

1

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

２：「蓮沼中学校の教育
は、家庭や地域住民の
願い・期待に応えてい
る。」とアンケートで回
答した保護者の割合が
６０％以上。

１：６０％未満

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・蓮沼中学校の教育は、充分生徒に浸透してきていると思われる。引き続き、公開授業や行事公開等を行うことが
必要だと考える。・地域との連携については、内容を含め改善していきたい。・地域の組織（みらいエール）を通じ
て、職業人に聞く会など出前授業を実施することができた。来年の職場体験も地域の方々の協力を得て行う。・自
分の担当職域ではあまり携わることはなかった。・地域の方が学校に入ってくださるので、情報交換は定期的に行
うことができた。・教育目標、学校経営方針に則って、すべての教育活動に組織的に取り組むことができた。・地域
教育連絡会を毎学期行い、地域との連携をもって教育活動にあたることができた。・地域防災活動拠点訓練を地域
の方々と生徒が共に行った。学校と地域とが、協力し合いながら共に健全な生徒を育成していく土壌を醸成するこ
とができた。・地域教育連絡会において、地域の方々や保護者を通じて、生徒の身近な疑問や困っている点を聞く
機会がある。学校の方針を説明するとともに、教師側も生徒が考えている事を知ることができる貴重な機会となって
いる。・運動会や蓮中祭等、大きな学校行事をホームページに公開し、生徒が行事に生き生きと参加する姿を見て
いただく。・学年だよりを定期的に発行し、日ごろの生徒の学校生活の様子を発信している。・日ごろの生徒の学習
の様子を熟知してもらうために、さらに情報発信するとよい。・個人情報に配慮して協働学習している授業などを発
信して、生徒が安心して学び合う居場所を見い出している様子を理解してもらう・三者面談や毎日の連絡帳を通し
て、生徒の学校での様子を家庭と共有した。・地域と連携して、生徒の登校しやすい環境を整える。・現在、民生児
童委員の力を借りて教育活動を行っている場面があるが、生徒にとって大変よい結果が出ているので、今後もして
いきたい。

・地域連携について、防災活動拠点訓
練などぜひ参考にさせていただきた
い。・地域防災活動拠点訓練に参加し
たが、もっと多くの生徒に参加しても
らってもよいと思った。・蓮中の生徒は
礼儀正しくかつ素直な感じがします。・
学校行事や公開授業を通して、生徒
が落ち着いて積極的に参加している
様子が分かった。自治会の行事の手
伝いなとせも中学生の協力を願ってい
ます。・コロナ禍が終わり通常に戻り
つつありますが、コロナ前のことを知っ
ている人が少なくなり、同様に進めて
いきますが新たなことにもチャレンジし
ていき、子供たちとの交流を増やせた
らと思います。・学校での教育の状況
等は、地域教育連絡協議会や文化祭
などでかなり理解できていると思いま
す。引き続きの情報公開、提供をよろ
しくお願いいたします。・研究発表会に
行きましたが、先生方の積極的な研
究、発表に感心しました。生徒、先
生、地域、協力を続けてもっと良い蓮
沼中にしていきましょう。・朝の挨拶
で、保護者持ち回りの当番が機能して
いない印象。通年の予定表は忘れや
すいので、学期毎のリマインドがある
と助かります。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学

校

・

家

庭

・

地

域

が

一

体

と

な

っ
て

と

も

に

進

め

る

教

育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを
明確にし、地
域に開かれ
た教育の実
現を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。
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魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

大項目 取組内容

子ども一人
ひとりの正義
感や自己肯
定感、自己
有用感など
を高めるとと
もに、自他の
生命を尊重
する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

4

5

0

0

3

3

・学校公開時の保護者アンケートの解答率が低いため、アンケートの取り方などを工夫する必要がある。・研究や
研修、発表会の参加で、生徒の主体的な学びについて自身の考えを深めることができた。今後はそれを授業実践
につなげていきたい。・１～２学期は校内の国語教諭の授業を積極的に見学することで、自分の授業改善に生かす
ことができた。引き続き時間がある時に見学をお願いするとともに、今まで以上にオンラインなどの外部研修に参加
していきたい。・不登校の生徒の別室登校を支援し、できる限りに希望に添うことができた。進路についてもパンフ
レット等を渡し、将来について安心して考える機会を設けた。
・不登校生徒の対応はきめ細やかに行うことができている。・サポートルームとの連携もその都度行うことができて
いる。・学校公開での意見を教員間で共有することができた。授業改善に生かすことができた。・新規採用教員や若
手教員へのＯＪＴは、継続的に行うことができた。・大田区教育研究推進校として、今年度発表を行ったことで、教員
の授業力向上につながった。・特別なサポートが必要な生徒への対応等、教員の特別支援教育委員会を中心に組
織的に取り組むことができた。その中で、生徒の困り感に寄り添い、生徒個々の課題に共に向き合うことができ
た。・別室登校が軌道に乗ってきたことにより、学校に登校できる日が増えた生徒が複数名いる。取り組みを継続し
ていく。・学年担任制を実施し、生徒は相談しやすい教員に相談できる体制を作っている。・特別支援教育の充実を
校内で図っている。スクールカウンセラー、サポートルーム、外部機関など生徒のニーズに合った支援を進めてい
る。・授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に生かし、生徒がさらに主体的に学習を進められるようになっ
た。・東京都や文化庁で開催される、美術工芸の研究会等に積極的に参加している。それにより、授業の題材を豊
かにすることができている。・校内特別委員会を定期的に実施し、校内において、個に応じた適切な特別支援教育
を実施できている。・不登校（傾向）生徒がさらに減少するように、リモートによる美術の授業や、美術部を通して、
安心して学習できる環境や居場所づくりを提案する。・特別支援校内委員会を定期的に行い組織的対応ができるよ
うにした。また巡回相談の結果等は回覧できるよう作り直し、教員に周知できるようにした。・別室を開室し、不登校
の生徒が安心して登校できる居場所とした。全職員が温かく見守れるような場所にすることが今後の課題と考え
る。・生徒の悩みが大きくならないよう、早い段階から相談できるような人間関係を構築するために、日々コミュニ
ケーションを図った。今後は、より生徒の良いところを伸ばすことができるよう褒めることを意識していく。
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１：

３：

２：

・栄養士などを講師とする食育の授業などを行っていないため、来年度は実施できた方が良いと考える。
・部活動の充実を図り、運動習慣の確立に貢献できた。今後は、部活動以外の機会でも運動習慣の確立について
促していきたい。・１～２学期は意識して食育の推進を行うことができなかった。給食指導や国語の話し合い活動等
を通じて、３学期は食育の指導を実践していきたい。・生徒に「早寝早起き朝ごはん」の記録を付けさせることで、自
分の生活習慣について振り返ることができた。・生活習慣を振り返る機会は定期的に実施している。・給食指導も全
教員で丁寧に実施しているように思う。・昼休みのボール貸し出しなど、一定数の生徒が校庭で運動する機会があ
る。今後も継続する。・「早寝・早起き・朝ご飯月間」は年２回行った。ＩＣＴを使用して、生徒の意識向上を図ることが
できた。・栄養士が執筆したその日の給食の献立や食材の説明を、放送委員会が毎日紹介している。食育につな
がっていると思う。・放送委員のお昼の放送では、献立に関するメモを読んでいる。文面は、豊かな食文化に触れる
とともに、少しでも残滓が減るように栄養士自らが作成している。・給食を通して、残食を減らすように指導してい
る。・保健給食委員会にて、生徒が主体となってリクエスト給食を実施して、食生活の充実を図っている。・運動習慣
の確立を推進する指導ができていない。昼休みに、教室にいる生徒に声掛けをして、校庭で一緒に運動をすること
を実施する。・早寝早起き朝ごはん月間には、アンケートを実施。5月10月のアンケートを生徒自身が比較できるよ
う1枚に作成した。望ましい生活習慣が身につくよう、保健だよりや朝礼、掲示物等で発信していく。・昼休みの時間
などに校庭に出て運動することを促した。・日ごろから「早寝、早起き、朝ごはん」が大切であるという指導を継続し
ている。・給食には、多くの人が関わってくれていることを伝え、感謝の気持ちをもって食べるよう指導し、その際に
仕事の大変さについても触れた。
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Ａ

４：

Ｄ

３：「学校（部活動、休み時
間等）や家庭（習い事等）
で自ら体を動かす習慣が
ある」とアンケートで回答
した生徒の割合が７０％
以上。

２：「学校（部活動、休み時
間等）や家庭（習い事等）
で自ら体を動かす習慣が
ある」とアンケートで回答
した生徒の割合が５０％
以上。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。
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Ｄ

２：「学級の友達（生徒）の
間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり
広げたりすることができて
いる」とアンケートで回答
した生徒の割合が６０％
以上。
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